
 

 

 

 

 

 

『かえるをのんだととさん』 

ひの かずなり／再話 

さいとう たかお／絵 福音館書店 

あるひ、ととさんは、はらがいたくなった。 

おてらのおしょうさまにそうだんすると「それ

は、はらにむしがいるせいだから、かえるをの

むといい」といわれた。ととさんがかえるを 

のみこむと、はらいたはおさまったが…。 

おに のえほん 
 

『いっすんぼうし』 

はた こうしろう／著 あすなろ書房 

むかし、おやゆびくらいのおおきさのいっす

んぼうしというおとこのこがいました。 

あるひ、いっすんぼうしはおわんのかさに、

はしのつえ、こしにはりのかたなをさして、

みやこにでかけていきました。 

『ふくろにいれられたおとこのこ フランス民話』 

やまぐち ともこ／再話 

ほりうち せいいち／画 福音館書店 

ピトシャン・ピトショはふくろにいれられ、オニ

にさらわれてしまいました。どうしよう！オニの

ばんごはんにたべられちゃう！ピトシャン・ピト

ショはぶじにげだせるのでしょうか？ 

 

『せつぶんのひのおにいっか』 

あおやま ともみ／作 講談社 

あるいえに、おにのいっかがくらしています。 

でも、このいえのにんげんには、おにの 

すがたはみえません。ふだんはのんききまま

にくらしているおにだけど、せつぶんのひ 

だけはとてもたいへん！ 

『おひゃくしょうとえんまさま 中国民話』 

きみしま ひさこ／再話 

さとう ちゅうりょう／画 福音館書店 

むかし、えんまさまのおまつりがあった。 

よくばりのえんまさまは、おそなえのすくな

いおひゃくしょうをこらしめようと、こおに

にいねがみのらないようにまほうをかけさ

せた。すると…。 

『だいくとおにろく』 

まつい ただし／再話 あかば すえきち／え 

福音館書店 

むかし、とてもながれのはやいおおきなかわが 

あった。いちばんうでのいいだいくがそこに、 

はしをかけることになった。だいくがしんぱいに

なってかわのようすをみていると、かわのなか 

からおおきなおにがあらわれて…。 
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